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受難節第主 5 日 説教 「深い傷と流れる血に」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 4 月 3 日  

マタイによる福音書 9:14～17

 新しい年度を迎えました。そこで、そ

の私たちに共々に与えられた御言葉がこ

の日のイエス様のお言葉でありますが、

そこで言われている一つの大きなテーマ

は福音を信じ、生きている私たちの「新

しさ」です。まさに、年度の切り替えに

ふさわしい御言葉であると思いますが、

ところで、新しいということはどういう

ことなのでしょうか。新しいということ

はつまり、いつまでもそのままではいら

れないということです。ですから、それ

を聞いて私などは、ドキッとさせられた

りもしたわけです。たたき直してやると

皆さんから強く言われそうですし、何よ

りも、前回の説教で私が申し上げたこと

を皆さん覚えておられるでしょうか。そ

の最後の方で、主の憐れみということか

ら「優しさ」ということについてお話し

したわけですが、そこで申しましたこと

は、優しさとは、身を削り、身が細るも

のでもあるということでした。ですか

ら、イエス様がここで仰っている「新し

さ」というものの中には、当然、結果と

してそういう効能が含まれているという

ことです。従って、この日の御言葉に私

が聞き、この迎えた 2022 年度を過ごす

ならば、恐らく、きっと、来年の今頃に

は、私も、シュッとした体つきになって

いる、そういうことでもあるのでしょ

う。ですから、是非、それを楽しみに、

と申し上げたいところではありますが、

ただ、皆さんがもしそれを期待するな

ら、そこで申し上げなければならないこ

とが一つあります。それは、イエス様が

仰っているこの｢新しさ｣について今聞い

ているのは私だけではなく、皆さんも同

じように聞いているということです。つ

まり、｢新しさ｣を求められているのは、

私だけではなく、この御言葉に聞いてい

る私たち、私を含めた藤沢教会に連なる

すべての人々に、イエス様は等しく同じ

ように、年度の切り替えに際しては、こ

の「新しさ」が求めているということで

す。 

 従って、ここで言われている新しさ

は、互いに押しつけ合うものではないと

言うことです。つまり、私たち全員で、

ということでもありますが、年配の方に

馴染みのある言い方をすれば、今年に限

っては、満年齢ではなく、数え年で 2022

年度を私たちは迎えたということです。

つまりは、こうして御言葉に聞いている

私たちは、みんな一斉にこの新しさを経

験しているということです。それゆえ、

その私たちがそこで言葉にすべきは、

｢牧師のくせに｣とか、｢クリスチャンの

くせに｣とか、そういうことではありま

せん。一人の漏れもなく新しくされた、

そして、御言葉が、当時の人々が大事に

していた断食ということを取り上げてい

るのはそれゆえのことだということで

す。ちなみに、この断食についてであり

ますが、それについては、イエス様も、

御言葉も、教会も、不必要なものだとは

考えておりません。「そのとき、彼らは

断食することになる」と、十字架の出来

事を指し示しつつイエス様がこう仰って

いるように、私たちキリスト教会は、敬

虔のしるしとして断食を大事にしてきた

からです。 

 ただし、それは、強制されてするもの

ではありません。けれども、だから、軽

んじていいということでもありません。

大事にすべきではあるのですが、ただ、

こういうことは人から多少なりとも強く

いわれなければ身につくものでもありま

せん。ですから、ヨハネの弟子たちもそ

ういう意味では、親や回りの大人たちか

ら幼い頃より度々強く言われることがあ

ったのでしょう。だから、それをしてい

ない人を見ると、「どうしてあなたは」

とどうしても言いたくもなってしまった

わけです。それは、彼らがそれだけこの

古くからあるこのしきたりを大事にして

いたからでもありますが、まただから、

自分が大事にしているものを人がないが

しろにしていると思うと、腹も立つわけ

です。そして、それはどうしてなのかと
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言えば、その人たちが部外者ではなく、

仲間であるからです。仲間だからこそ、

仲間であることの一つの証拠でもある、

この古くからあるしきたりを守って欲し

いと、ヨハネの弟子たちはそう思ったわ

けです。ただ、この部外者か、それとも

仲間か、ということはそもそものところ

でどういうものなのでしょうか。何をも

って私たちは仲間を仲間と理解している

のか、イエス様がここで仰る、新しい、

古い、と言うことが、この点に関わるも

のでもあるのです。 

 ただ、ヨハネの弟子たちがしたよう

に、仲間だからこそ、というところでし

ていることは、時に仲間内に不協和音を

広げ、最悪の場合は袂を分かつというこ

とが起こり得るわけです。ただ、今申し

上げたように、イエス様は断食自体を否

定しているわけではありません。そし

て、それゆえにまた、彼らのことをイエ

ス様も部外者だとは思ってはいないとい

うことです。ところが、そのイエス様

が、なぜと問うヨハネの弟子たちに向か

って、ここで新しい古いということをは

っきりと語るのです。ですから、それが

一つ分かりにくいところでもあります

が、分かりにくいところはそれだけでは

ありません。もう一つ、断食というこの

しきたりは、イエス様も弟子たちも、恐

らくは、それぞれが幼い頃から重んじて

きたものでもあるのです。つまり、慣れ

親しんだものの一つだということです。

ですから、イエス様が新しい古いを語ろ

うとするその意図には、あからさまな批

判が含まれているとは思えません。しか

し、それにも関わらず、イエス様はそれ

を言っちゃあお終いよということをあえ

て仰っている、つまり、彼らが古くて、

自分たちが新しい、と、そういうニュア

ンスのことをここではっきりと仰ってい

るということです。ただし、私たちはそ

こで一つ気をつけなければなりません。

それは、イエス様は右と左をはっきりさ

せてはいるのですが、ヨハネの弟子たち

のことを部外者とは見なしていない以

上、イエス様には、ヨハネの弟子たちや

ファリサイ派の人々に不信仰というレッ

テルを貼って、奴らはだからダメなん

だ、古いんだとの決めつけてはいないと

いうことです。ですから、ここは私たち

がしっかりと踏まえておかなければなら

ないことです。なぜなら、こういうとこ

ろを疎かにすると、イエス様の言葉も聖

書の御言葉も、部外者から見れば、ただ

単に自分に都合のいい言葉にしか聞こえ

ませんし、それゆえにまた、このことは

それだけに止まるものでもないからで

す。それは、結局は、仲間内において

も、互いにレッテル張り合い、排除する

ための言葉としてしか御言葉は聞こえな

くなってしまうからです。けれども、こ

こでイエス様が、古い新しいと言うこと

を革袋の譬えをもってはっきりと仰って

いるように、だから、曖昧にしていいと

いうことではありません。 

 違いを違いとしてその当事者の間で明

らかにしようとすることは、これは当然

のことではありますが、そこに温度差が

ある以上、その受け止め方は自ずと違っ

てくるわけです。つまり、生ぬるく、面

倒なところからいつもいつも逃げている

ような私のようなものもいれば、何に対

しても一生懸命に取り組む人たちも、仲

間内にはいるわけですから、この温度差

をどう埋めるかが一つの問題でもあると

いうことです。仲間内で「どうして、な

ぜ、」との思いが生じるのはそのためで

す。ただ、一緒にいる以上、そこから逃

げたり、また互いに押しつけ合ったとこ

ろで問題が解決することはありません。

折り合いをつけることができなければ、

関係性はいずれどこかで破綻することに

もなるからです。ただ、それで折り合い

がつくのが仲間というものでもあるので

しょう。それは、仲間、友達、家族、同

じ一つのコミュニティに生きているとい

うことは、そういうことでもあるからで

す。 

 ただし、この仲間であるということ

は、いわゆる空気を読むかのようなもの

でもなく、また、強制力をもって体裁だ

け整えればすむものでもありません。人

は思い通りにならないとすぐに腹が立つ

者ですし、腹が立つからそれをなんとか

しようとするものです。ただ、そこで、

この日の御言葉に戻ってイエス様のお言

葉に聞いていくと、イエス様は何と仰っ

ているのか。新しさを強調しつつも、こ



3 

こでは、新しくなれ、新しくあれ、とは

仰ってはいないのです。「新しいぶどう

酒を古い革袋に入れるものはいない。そ

んなことをすれば、革袋は破れ、ぶどう

酒は流れ出て、革袋もダメになる。新し

いぶどう酒は、新しい革袋に入れるもの

だ。そうすれば、両方長持ちする」とこ

う仰っているのです。このことはつま

り、新しいものは新しいものに入れるが

当たり前である。なぜなら、それが長持

ちの秘訣であるからだと、つまり、ポイ

ントはこの長持ちするところにあるとい

うことです。 

 ですから、私たちが新しくあるかない

か、その私たちの入る器が新しいか新し

くないか、それも大事なことではあるの

ですが、もっと大事なところは、長持ち

するためには、その両方が新しくなくて

はならないということです。なぜなら、

それは、そのどちらが欠けてもうまく行

くことはないからです。そして、それに

ついては、彼らも初めて聞いたことでは

ありません。経験的にすでに知っている

ことであり、それは、革袋の中でぶどう

酒が「まろやかで、いい加減に」熟成さ

れるのは、条件が整ってこそのものでも

あるからです。そして、それについて

は、いわゆる発酵食品というものがすべ

てそうであるように、それは私たちもよ

く知るところでもあるのでしょう。です

から、そのためにも時間をかけることが

大事なのです。それは、時間をかけると

いうことは、「いい加減で、適当に、な

し崩しに」ということではないからで

す。任せる、委ねるということであり、

身勝手な自分の思いで、器の中をかき回

わすことではないからです。まただか

ら、御言葉は、入れる、入る、というこ

とを強調するのですが、そのためには、

入る時期、入れる時期、つまり、そのタ

イミングがいつなのかということを経験

的に知っていなければなりません。それ

は、その準備がしっかりと整っていなけ

れば、うまく行くものもうまく行くこと

はないからです。 

 ですから、「花婿が一緒にいる間、婚

礼の客は悲しむことができるだろうか」

とイエス様が仰ることは、イエス様が仰

る新しさを知るために必要な時間である

ということです。けれども、それをヨハ

ネの弟子たちは余計なこと、無駄なこと

と思ってしまったわけです。腹が立った

のはそれゆえのことでもありますが、し

かし、イエス様が仰るところから分かる

ことは、人が無駄だと思うものも私たち

の信仰においてはとても必要なこととい

うことです。そして、それが、神様の独

り子であるイエス様と共にあるというこ

とでもありますが、けれども、それに続

いて、「花婿が奪い取られるときが来

る」とイエス様が仰るように、イエス様

と共にあるというこの新しさ、その新鮮

な驚き、感動は、いつまでも長続きする

ものではなく、そう遠くない将来には終

わりを迎えることになるということで

す。そして、それが十字架の出来事でも

ありますが、このことはつまり、私たち

が新しいぶどう酒であるとすれば、新し

い革袋はイエス様のことになり、そうな

ると、イエス様の十字架の出来事が何

か、普通に考えれば、この新しさをすべ

て台無しにしかねないものでもあるとい

うことです。ところが、時間をかけて私

たちが知ったことは、その反対のことで

した。新しいぶどう酒が新しい革袋の中

でやがて芳醇で味わい深いものとなって

いった、それが教会が放つキリストの香

りというものでもあるのでしょう。この

ことはつまり、十字架の出来事は、ぶど

う酒を入れた革袋を封印するための出来

事であったということです。それゆえ、

それについては、こうも考えられないで

しょうか。雑多で、まだまだ荒々しいだ

けの素材に過ぎない私たちがイエス様の

中に入れられ、十字架という封印が神様

によってなされた、このことはつまり、

十字架の出来事は、私たちを味わい深い

ものとさせるための神様の祈りであり、

その祈りが思いっきり込められたものが

イエス様の十字架の出来事であったとい

うことです。 

 ですから、私たちの信仰的態度、敬虔

なその姿というものは、あれもこれも全

部自分でしないと気がすまない、とい

う、そういうせっかちさから出てきたも

のではありません。待つことであり、ゆ

っくりゆっくり時間をかけ、そこから出

てくるものだということです。そして、
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そのことは一体どういうことなのか、こ

れは自分でも妙に納得するところがあっ

たのですが、発酵が進むということはそ

もそもどういうことなのでしょうか。革

袋の中では、いろいろなものが混ざり合

い、混ざり合っているがゆえにせめぎ合

い、ぶつかり合っているということで

す。つまり、そのように混ざり合い、混

ざり合っているからせめぎ合い、せめぎ

合うから、ぶつかり合う、それがイエス

様の中にある私たちであるということで

す。ですから、その中ではいろいろなこ

とが起こるわけです。でも、発酵が進む

にはそれも必要なことであり、そして、

そのためには、封印を軽々に解くことは

できないのです。ただ待つしかないし、

ゆっくりゆっくり時間をかけるしかない

のです。けれども、それが一番確実なこ

とであり、なぜなら、暴れ回り、ぶつか

り合う私たちのことを、まるでタマゴを

抱く母鳥のように包み込んでくださって

いるのが私たちのイエス様であるからで

す。それゆえ、私たちの敬虔さ、信仰的

態度は、このイエス様に包まれていると

の安心感から出てくるものであり、あれ

もこれも全部しなければ気がすまないと

いう、そういう落ち着きのないところか

ら出てくるものではないということで

す。それゆえ、私たちは、それを知るた

めにも、イエス様に包まれていることを

常に覚えたいと思うのです。それも、雑

多な者同士がせめぎ合い、ぶつかり合

い、やがて混ざり合っていくその過程

を、その時間を共に過ごす中で、この包

まれているという感覚を身につけ、この

感覚によって自らを養うものでありたい

と思うのです。 

 最後に、では、それがどういうことな

のかを考えたいのですが、それは、あな

た任せにしないということです。せめぎ

合い、ぶつかり合い、やがて混ざり合っ

ていくその過程を辿るということは、自

分自身が変えられることでもあります

し、自分自身で変わりたいと祈り願い求

めることでもあるのです。このことはつ

まり、自分はこうなんだと、意固地にな

り頑張っているだけではダメだというこ

とです。その反対に、自分はダメだと決

めつけて、諦めているだけでもいけない

ということです。そして、それについ

て、養老孟司先生流で言えば、「いいこ

とをしよう、したい」などとは思わない

ということです。なぜなら、神様に全て

をお任せするということは、自分に拘

り、しがみつき、自分がいいことをしよ

う、したい、そういうものではないから

です。そもそものところで言えば、そう

いう拘りを捨て去ることができるし、捨

てていいということでもあるからです。

なぜなら、良くしよう、よくありたいと

思わずとも、神様に選ばれ、新しくされ

た私たちは、イエス様の十字架の贖いゆ

えに、そもそものところで「良いもの」

であるからです。つまり、それが神様の

摂理、創造の秩序ということでもありま

すが、それゆえ、私たちはイエス様とい

う新しい革袋の中で、新しいがゆえに熟

成されていく、そして、それは、ただ流

されるまま、適当に、ということではあ

りません。私たちにはそれぞれにふさわ

しい形で賜物が与えられているのです。

革袋の中の葡萄酒が熟成が進むのは、こ

の与えられているそれぞれの賜物が生か

されるからであり、つまりは、この私が

「用いられる」ということなのです。そ

して、この用いられるということは、す

ぐに分かることではありません。だか

ら、そこで私たちの気持ちはどうしても

急いてしまうのですが、しかし、そうで

あるからこそ、ゆっくりと時間をかけ

て、時に立ち止まりながら、今までがそ

うであったようにこれからも、主の御手

に導かれながら歩み続けるものでありた

いと思うのです。祈りましょう。 
 


